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本学図書館の現状

一看護学生への利用指導を中心にー

速 見 浩 子

１。本学図書館紹介

本学図書館は、１９９４年４月大阪府立看護大

学及び医療技術短期大学部の附属図書館とし

て羽曳野市にオープンした。前身は１９７８年４

月にスタートした大阪府立看護短期大学附属

図書館である。看護学部と、医療技術短期大

学部の看護１・看護２・臨床検査・栄養・歯

科衛生・理学療法・作業療法の７学科から成

る。

’９５年８月現在のサービス対象は、学生数

６２５名（完成年度には９１０名になる予定）教員

数１１７名であり、平成６年度の総貸出冊数は

１５．５１２冊、一日の平均利用者数は２０８人で

あった。司書の定数は常勤３名、非常勤１名

である。

蔵書数は現在８６，０００冊で、当初全面開架を

想定していたが建物構造上やむを得ず、３６，

０００冊を開架、残りを階下の書庫に配架する

という形をとっている。購入雑誌数は和雑誌

３４０タイトル、洋雑誌２０６タイトルである。導

入システムは、ＮＥＣのＬＩＣＳＵ－ＥＸで、端末は、

ＯＰＡＣ専用１台、事務用とＯＰＡＣ兼用１台、事務

用３台、それに学術情報センターとの接続端

末が１台である。ＯＰＡＣ専用端末については、

台数が少ないので今後予算要求をして増やし

ていく予定である。図書データに関しては、

短大時代に使っていたＬＩＢＲＯＳのデータのコン

バート分と外注した分とにわかれデータのば

らつきはあるが、一応全データ入力済みとい

はやみ ひろこ：大阪府立看護大学

附属図書館

うことで出発した。昨年度から新規入力分は

学情センターからＬＩＣＳＵへの取り込みを行っ

ている。雑誌に関してもＯＰＡＣで所蔵検索がで

きる。相互利用に関しては、学情センターの

ＩＬＬシステムで依頼だけ行っており、受付は

ＦＡＸ・郵送に限っている状況である（昨年度

依頼３４８件、受付１２９件）。まだＬＡＮは構築され

ていない。

このほかスタンドアロン型のＣＤ－ＲＯＭ検索用

機器が４台あり、導入しているのは、利用頻

度からいくと、医中誌・ＭＥＤＬＩＮＥ・ＣＩＮＡＨＬ・ＮＤＬ

（雑誌記事索引カレント版）の順である。昨

年度の利用総件数は約２００件（レファレンス

のための検索は除く）であった。

２。学生の利用指導について

次に図書館利用促進のための活動について、

この特集のテーマにそって看護学生に焦点を

あてて述べてみたい。

短大時代には入学者全員を４グループくら

いにわけて、いわゆる図書館ツアーと称する

オリエンテーションを、入学時オリティの最

後におこなっていた。図書館がどこにあり、

どんな資料があるか、また貸出、コピーなど

含めてどんなサービスが受けられるか知って

もらうという意味で利用につながる第一歩で

ある。

学生数の増えた今はこの形はとれず、希望

者のみということになったが、昨年度は学部

の入学生については、担当教員の申し入れで

休講時間の枠の中に組み込んでもらい１５人く
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らいのグループで４回にわけて、施設概要、

看護学分類、ＯＰＡＣの使い方、及び簡単な二次

資料の使い方の説明を行った。今年度は、掲

示板でよびかけて希望者を募り行ったが、受

けたのは新入生の１／１０にも満たなかった。こ

のオリティを受けた人数の差が利用にどうは

ねかえるか興味のあるところである。

次に実習期間中の学生を対象に行っている

第２次オリエンテーション＝利用指導につい

て述べていきたい。時期としては実習に入っ

た２，３週間目くらいの帰学日（本学の場合

は水曜日）２日くらいを設定し、これも希望

者に受けてもらっている。今年度は看１－１６

名、看２－２４名の希望者があり、結果的に約

１／３が受けたことになる。 １グループ人数

５－６人平均だった。

具体的内容としては、まず調べたいテーマ

を分析してキーワードを決めることからはじ

める。わからない言葉や同義語などがあれば、

参考図書架にある医学辞典や看護学辞典など

を使ってあらかじめ調べておく。決定した

キーワードで検索を進めていくには、どの検

索手段を選択すればいいのか、具体例を挙げ

て説明を行っている。

図書を探す場合はＯＰＡＣを使う。検索に使え

る語は、件名はとっていないので、書名・副

書名・注記にでてくる単語のみである。

右上のチャートに従って説明を加える。

次に雑誌論文の探し方（右下チャート参

照）の一方法としてまず冊子体の二次資料を

とりあげ、その代表として利用頻度の高い

『最新看護索引』を取り上げている。演習形

式とまではいかないまでも、具体的に検索を

して雑誌架にある原著論文を手にするまでを

体験してもらう。２つの概念の掛け合わせの

方法も、簡単なテクニックとして付け加えて

いる。引用文献・参考文献に必要な項目につ

いても簡単にふれる。
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Ｏ ＰＡ Ｃ によ る本 の探 し方

ｉマニュアル参照

ＯＰＡＣの検索画面で

キーワードを入力

書名の一覧表から主題に

近いものを選択する

詳細表示画面で以下を確認

分類記号：例：５０１．８

図書記号： ：０７７

所在：例：開架ＯＲ閉架ＯＲ貸出中

所在：配架場所を示している

開架→請求記号で書架に探しにいく

閉架→書庫からだしてもらう

貸出中→予約する ，

雑誌論文の探し方

Ａ．索引誌を使う場合

‐

‐

―

例：最新看護索引

（１９８８－１９９３）

巻末のインデックスで文献番号を探す

著者名索引：アルファベット、５０音順

件名索引：アルファペット、５０音順

文献番号：９３－００００１

論文名、著者名、雑誌名、巻号

ページ、発行年、月
１

１

１

ＯＰＡＣを使って図書館で所蔵

しているかどうかを調べる

開架→書架に探しにいく

閉架→書庫からだしてもらう

所蔵なし→他の図書館に依頼する



最後に利用頻度はまだ少ないがＣＤ－ＲＯＭの代

表として医中誌をとりあげ、どんな検索に適

するかも含めてそのプロセスを一通り説明す

る。今年度９月末までの学生の利用は２２件で

あった。

実施時期、時間などについては、昨年度は

レポートの関係もあって、学部１年生には雑

誌論文についても説明を行ったのであるが、

日常的に使うのはＯＰＡＣが主であり、現在２年

生になった学生に聞くと、やり方を忘れてし

まったようである。やはり必要を感じる時期

に行う方が効果的だといえる。また調べたい

テーマを事前に提示してもらい、こちらで下

調べをした上で、効率的に説明を展開すると

いうやり方が、更に有効だといえる。時間に

ついては、１次オリティが約１５分、２次オリ

ティは約３０分で実施しているが、今後の課題

としては、特に２次オリティに関しては、実

習担当教員と話し合いながら、カリキュラム

の中に組み込み、少なくとも９０分くらいはと

り、説明の前に看護図書館協議会作成のビデ

オをみてもらうなど検討を加えていきたいと

思っている。

３。卒業生の利用を通してみた病院図書室へ

の提案

現在、本学図書館は一般公開しておらず、

卒業生などに利用が限られている。夜勤明け

とか、準夜前とか忙しいスケジュールをぬっ

て、卒業生がやってくる。本学ではＦＡＸ、及び

郵送による文献複写申し込みも行っているわ

けであるが、多くの場合検索ツールがないか

あるいはあるところを知らないのかもしれな

いが、直接閲覧に訪れるケースが多い。利用

者に負担をかけることになるが、本学では学

生・教職員以外には使った資料を記入しても

らっており、その項目に『最新看護索引』が

あげられることが多い。最近医中誌ＣＤ－ＲＯＭに

おける看護関係論文の数が、急増していると

いう結果もでている注（１）が、しかし検索結

果をみると会議録が多くを占めており、『最

新看護索引』のほうが、圧倒的な安価さ、

病院図書室 Ｖｏｌ．１５Ｎａ４，１９９５

キーワードの豊富さ、看護関連収載誌の網羅

性からいって優れていると思う。今後タイム

ラグの短縮とコンピュータ検索にどうのせら

れるかが課題であると思うが、現時点では臨

床スタッフにとっても最善のツールではない

かと思う。

この原稿を書くにあたって、少しでも病院

図書室の実態を知ろうと思い、近畿病院図書

室協議会の方に送っていただいた資料に目を

通してみたり、近くの病院図書室を見学した

りしてみた。大部分の図書室が閲覧スペース

や予算、司書の配置、人数、労働条件も恵ま

れているとはいえない状況だということは一

目瞭然だが、この『最新看護索引』を所蔵す

る図書室が全体の２０％にも満たないことを

知って変に納得できた。

日本看護協会の調査によると、看護職員１

人当たり図書予算は、１９８７年には１７５７円注

（２）、１９９１年には１７５８円注（３）とこの４年でわ

ずか１円しか増えていないと報告されている。

これでは近年急増している看護系資料の整備

にはとても追いつけるはずはない。予算面で

そういう厳しい状況であればなおさらわずか

な予算で文献に到達できる基本的ツールだけ

は備えて欲しいと思う。それほど最新のもの

を必要としないのであれば、雑誌そのものは

なくても、『最新看護索引』を使って検索を

行い、他館へ文献複写を依頼することができ

る。そこでもう一つのツールとして、所蔵検

索のための看護図書館協議会作成の看護雑誌

総合目録１９９５注（４）を挙げたい。この二つが

あれば、必要論文に辿りつける可能性は高い

と思われる。病院図書室がこれらを備え、そ

の存在と使い方を汎く知らしめていくことが、

看護婦の図書室利用促進の第一歩になるので

はないかと考える。

また、一方では看護大学などの急増にとも

ない今後在学中に文献検索の方法を身につけ

た臨床スタッフの比率も急増してゆくと思わ

れる。本学図書館を訪れる卒業生も在学中に

何等かの形で自分の求める論文に辿りつくこ

とを経験しており、その経験が文献検索につ
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いてはすぐ母校の図書館という発想になるの

だと思う。しかし、出かけていくには遠く、

時間や貸出不可など利用制限を設けられるこ

とが多い。そこで文献をより身近かで、より

迅速に入手するためには、やはり病院図書室

注（１） 山添美代・山崎茂明著 看護研究の

ための文献検索ガイド 第２版 １３ｐ．

日本看護協会出版会 １９９５

注（２） 日本看護協会調査研究室 昭和６２年

病院看護基礎調査：日本看護協会調査

研究報告， Ｎｏ．２８ ８７ｐ． 日本看護協会

１９８８

における看護文献資料の整備が必要不可欠に

なってくる。医局の図書室に比べて不備な看

護文献資料の充実を、病院内で最も多数を占

める看護スタッフが声を大にして要求してい

くことが重要ではないかと思う。

注（３） 日本看護協会調査研究室 １９９１年病

院看護基礎調査：日本看護協会調査研

究報告，Ｎｏ．３９ ５６ｐ． 日本看護協会

１９９３

注（４） 会員外頒布可 連絡先：北里大学看

護学部図書館
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